
は
七
十
余
人
で
、

社
員
百
五
十
人
を
持
つ

融
貫
社
が

自
由
党
に

連
合
し
地
方
部
を
設
立
す
る
こ

と
に
決
定

し
た
こ

と
、

翌
十
一

日
は
、

大
塚
村
で

懇
親
会
、

社

員
百
二
、

三
十
余
名
の

博
愛
社
が
自
由
党
に

参
加
す

る
こ

と
を
表
明
し
た
と
あ
る
。

同
じ
月
の

二

十
八
日
、

自
由
党
員
伊
達
時
・

水
島

保
太
郎
ら
の

湘
南
社
の

招
き
に

よ
り
、

自
由
党
本
部

の

末
広
重
恭
が
出
張
し
、

同
社
と

の

懇
親
を
深
め

た
。

末
広
の

目
に

映
っ

た
神
奈
川
県
は
、

「
山
村
僻

地
ノ

隅
ニ

至
ル

迠
党
員
ノ

有
志
者
立
込
テ
結
合
ヲ

計
リ
日
々

ニ

党
員
ノ

増
加
ス

ル

勢
ナ
リ
且
現
ニ

各
郡
ニ

成
立
ス

ル

結
社
員
ハ

頗
ル

開
進
ノ

域
ニ

達
シ

之
ヲ

他
府
県
ニ

比
ス

レ

ハ

遙
ニ

勝
レ

ル

趣
ナ
リ

」
と
評
さ
れ
て
い

る
（
自
由
党
本
部
発
「
第
七
報

」）。

翌
二

月
四
日
、

今
度
は
三
浦
郡
の
三
崎
町
・

長
井
村
・

横
須
賀
町
他
の

有
志
の

招
待
に

応
じ
、

本
部
の

加
藤
平
四
郎
・

藤
公
治
が
同
地
の

演
説
親

睦
会
に

出
席
し
た
。

こ

の

席
上
、

自
由
党
に

参
加
を
希
望
す
る
者
が
あ
り
、

近
い

う
ち
に

近
傍
の

有
志
を
結
集
し
、

地
方
部
を
結
成
す
る
こ

と
が
決

定
さ
れ
た
（
同
上
「
第
七
報
」）。
し
か
し
、

そ
の

後
の

詳
細
は
不
明
で

あ
る
。

続
い

て
、

三
月
十
日
付
自
由
党
本
部
発
「
第
八
報
」
は
、

愛
甲
郡
の

相
愛
社
が
組
織
を
あ
げ
て

自
由
党
に

加
盟
す
る
と
同
社
会
長
の

黒
田
黙
耳
が

申
し
出
た
こ

と
を
全
国
に

報
じ
て
い

る
。

北
多
摩
郡
の

場
合
、

内
野
・

吉
野
を
通
じ
て
、

自
由
党
準
備
会
の

影
響
下
に

自
治
改
進
党
が
結
成
さ
れ
て
い

た
こ

と
は
す
で
に

述
べ

た
。

同
党
は

第18表　県下の自由党員数

『三多摩自由民権史料集』下巻所収「県下の自由
党員名簿」に，「小宮保次郎日誌」により愛甲郡
に10名を追加した。もちろん，この氏名は『自由
党員名簿』に記載されていない。
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北
多
摩
郡
自
由
党
へ

と
発
展
す
る
の

で
、

結
社
と
政
党
の

中
間
形
態
を
示
す
も
の

と
い

え
よ
う
。

他
地
域
に
つ

い

て

の

詳
細
は
不
明
で

あ
る
が
、

ほ

ぼ
前
述
の

よ
う
な
形
態
を
と
っ

た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ

の

よ
う
に
、

神
奈
川
県
の

場
合
、

一

郡
な
い

し
数
郡
に

ま
た
が
る
大
き
い

結
社
が
主
体
的
に

自
由
党
本
部
と
連
絡
を
と
り
、

正
式
に

あ
る
い

は

事
実
上
自
由
党
の

地
方
部
と
な
り
、

結
社
の

活
動
と
地
方
部
の

活
動
を
並
行
さ
せ

な
が
ら
氏
名
を
公
表
し
て

差
し
支
え
な
い

党
員
を
登
録
し
、

各
地

域
の

自
由
党
と
し
て

組
織
を
明
確
に

し
て
い

く
の
で

あ
る
。

県
下
の

自
由
党
員
数
に
つ

い

て

は
、

第
十
八
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
れ
で
は
、

県
下
に

地
方
部
は
い

く
つ

設
立
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

登
録
自
由
党
員
は
、

三
浦
郡
・

足
柄
上
郡
を
除
い

て

ほ
ぼ
全
県
下
に

見
出

さ
れ
る
と
は
い

っ

て

も
、

各
郡
単
位
に
一

地
方
部
が
設
立
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。

地
方
部
が
や
が
て

内
規
を
も
つ

な
ど
県
下
の

自
由
党
を
名
乗
っ

た
も
の

と
し
て
、

南
多
摩
郡
自
由
党
、

北
多
摩
郡
自
由
党
、

西
多
摩
郡
自
由
党
、

高
座
郡
自
由
党
、

愛
甲
郡
自
由
党
の

五
つ

が
知
ら
れ
て
い

る
。

し

た
が
っ

て
、

五
つ

の

地
方
部
が
存
在
し
た
こ

と
は
確
認
で

き
る
。

愛
甲
郡
の

自
由
党
員
小
宮
保
次
郎
の

日
記
に

「
五
部
有
志
親
睦
会
」
を
大
住
郡
の

伊
勢
原
に

開
い

た
旨
の

記
事
が
あ
る
か

ら
、

愛
甲
・

大
住
両
郡
が
地
方
部
の

第
五
部
を
称
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

上
記
の

郡
以
外
に

横
浜
区
や
そ
の

周
辺
の

郡
に

も
か

な
り
の

自
由
党
員
が
い

る
の
で

あ
る
が
、

そ
の

組
織
に
つ

い

て

は
不
明
で

あ
る
。

つ

ぎ
に
、

判
明
す
る
県
下
の

自

由
党
を
例
に
と
り
、

や
や
詳
細
に

た
ち
入
っ

て

み
よ
う
。

二

　
三
多
摩
地
域
の

自
由
党

南
多
摩
郡
自
由
党

本
県
の

自
由
党
員
数
は
二

百
八
十
八
名
、

全
国
で

も
屈
指
の

拠
点
県
で

あ
っ

た
。

そ
の

中
心
が
南
多
摩
郡
で
、

県
下
全
党
員

の

三
割
強
に

あ
た
る
九
十
七
名
の

党
員
数
を
誇
っ

て
い

た
。
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南
多
摩
郡
自
由
党
が
内
規
を
決
定
し
組
織
を
整
え
た
の

は
、

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
八
月
で

あ
っ

た
。

こ

の

内
規
に

よ
り
、

石
坂
昌
孝
が
全

郡
内
の

党
務
を
総
括
す
る
「
理
事
」
に

選
出
さ
れ
た
。

今
で
い

え
ば
委
員
長
で

あ
る
。

野
津
田
村
と
東
京
の

両
方
に

居
を
構
え
て

た
え
ず
往
復
し
た
。

神
奈
川
県
懇
親
会
・

武
蔵
六
郡
懇
親
会
・

責
善
会
・

武
相
懇
親
会
・

融
貫
社
へ

と
続
く
石
坂
の

指
導
的
活
動
を
考
え
れ
ば
、

適
役
と
い

う
ほ
か
は
な

い
。

つ

ぎ
の

名
簿
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、

石
坂
家
は
野
津
田
村
き
っ

て

の

豪
農
で

あ
る
。

彼
の

歩
ん
だ
道
は
、

渡
辺
奨
「
石
坂
昌
孝
の

生
涯
」（『
多

摩
文
化
』
九
号
以
下
）
に

詳
し
い
。

余
談
に

な
る
が
、

北
村
透
谷
の

妻
ミ

ナ
（
美
那
子
）
は
、

昌
孝
の

長
女
で

あ
る
。

党
員
の

所
在
地
か
ら
、

同
党
は
七
区
に

分
け
ら
れ
、

各
区
ご
と
に

「
通
信
委
員
」
が
置
か
れ
て
い

た
。

い

わ
ば
幹
事
役
で
、

理
事
の

下
に

あ
っ

て

党
務
の

通
信
往
復
・

集
金
が
そ
の

任
務
で

あ
っ

た
。

七
区
と
通
信
委
員
は
、

以
下
の

よ
う
で

あ
る
。

原
町
田
組
（
渋
谷
三
郎
）
…
…
原
町
田
・

鶴
間
・

小
川
・

成
瀬
・

高
ケ

坂
・

森
野
村

野
津
田
組
（
鈴
木
雄
之
助
）
…
…
野
津
田
・

図
師
・

山
崎
・

上
小
山
田
・

下
小
山
田
村

大
塚
組
（
井
上
隆
治
）
…
…
東
寺
方
・

和
田
・

大
塚
・

東
中
野
・

堀
ノ

内
村

三
沢
組
（
土
方
啓
次
郎
）
…
…
三
沢
・

高
幡
・

程
久
保
・

落
川
・

南
平
・

新
井
・

石
田
村

日
野
組
（
高
木
吉
造
）
…
…
日
野
宿

八
王
子
組
（
青
木
副
太
郎
）
…
…
八
王
子
の

各
町
・

相
原
・

鑓
水
・

片
倉
・

下
一

分
方
村

平
尾
組
（
黒
田
尚
雄
）
…
…
平
尾
村

（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
三
〇
）

南
多
摩
郡
の

自
由
党
員
名
簿

多
摩
地
方
に

お
け
る
自
由
民
権
研
究
は
二

十
年
以
上
の

研
究
史
を
持
っ

て
い

る
。

運
動
の

展
開
、

そ
こ

に

活
躍
し
た
群
像
に
つ

い

て

は
、

『
多
摩
文
化
』
各
号
所
収
の

多
数
の

論
文
、

色
川
大
吉
『
新
編
明
治
精
神
史
』
な
ど
に

詳
し
い
。

ま
た
最
近
、

色
川

大
吉
責
任
編
集
『
三
多
摩
自
由
民
権
史
料
集
』
も
刊
行
さ
れ
た
。

こ

れ
ら
の

成
果
に

よ
り
党
員
に
つ

い

て

ま
と
め
て

み
れ
ば
次
の

よ
う
に

な
る
。
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（
典
拠
）
氏
名
・

住
所
・

生
年
月
日
・

経
歴
そ
の

他
は
、

す
べ

て

『
三
多
摩
自
由
民
権
史
料
集
』
下
巻
所
収
「
神
奈
川
県
下
の

自
由
党
員
名
簿
」
に

よ
る
。

な
お
、

経
歴
そ
の

他
に
つ

い

て

は
、

沼
謙
吉
「
南
多
摩
自
由
民
権
運
動
史
―
日
野
地
域
を
中
心
に

し

て

」（『
神
奈
川
県
史
研
究
』
一

七

）、

南
多
摩
郡
自
由
党
の

「
第

一

報
」
・

「
第
二

報
」（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
三
〇
）
に

よ
り
、

一

部
加
筆
し
た
。

地
租
額
は
、

「
明
治
十
五
年
一

月
納
租
額
取
調
書
南
多
摩
郡
」
・

「
大
日
本

武
蔵
国
南
多
摩
郡
地
価
大
鑑
」（
い

ず
れ
も
町
田
市
史
編
さ

ん

室
蔵
）
か
ら
ひ

ろ
い

だ
し
銭
以
下
を
切
り
捨
て
て

記
し

た
。

（

）
は
推
定
を
示
す
。

な
お
、

若
林
高
之
助
（
亮
）
に
つ

い

て

は
、

明
治
十
五
年
の

場
合
は
下
小
山
田
村
分
だ
け
、

明
治
十
九
年
の

場
合
は
、

下
小
山
田
村
に

九
百
五
十
五
円
、

上
小
山
田
村

に

同
名
で

四
百
九
十
六
円
と
あ
る
の
で
、

同
一

人
物
と
考
え
、

合
算
し
た
。

南
多
摩
郡
自
由
党

員
の

社
会
的
位
置

い

ま
示
し
た
党
員
の
一

覧
表
に

よ
り
、

判
明
す
る
著
名
な
党
員
が
、

高
い

経
済
的
地
位
を
背
景
に
、

村
内
外
の

要
職
を
担
っ

て
い

た
名
望
家
層
で

あ
る
こ

と

は

明
瞭
で

あ
る
。

こ

の

よ
う
な
特
色
を
ま
と
め
て

み
る
前
に
、

先
ほ
ど
の

「
納
租
額
取
調

書
」
・

「
地
価
大
鑑
」
・

「
自
由
党
員
名
簿
」
か
ら
作
成
し
た
、

地
価
額
四
百
円
以
上
の

所
有
者
全
員
と
自
由
党
員
の

関
係
を
示
す
表
を
掲
げ
て

み
よ

う
。

第
十
九
表
と
先
の

自
由
党
員
名
簿
か

ら
、

南
多
摩
郡
自
由
党
に
つ

い

て
、

さ
し
あ
た
り
次
の

よ
う
な
特
色
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で

き
る
。

さ
し
あ

た
り
と
い

う
の

は
、

な
お

地
価
額
・

経
歴
な
ど
不
明
の

五
十
名
近
い

党
員
が
い

て
、

全
体
と
し
て

の

分
析
が
で

き
な
い

か
ら
で

あ
る
。

第
一

に
、

地
価
千
五
百
円
以
上
所
有
者
の

各
層
に
お
い

て
、

そ
の
一

〇
〜
二

〇
㌫
が
自
由
党
員
に

な
っ

て
い

る
と
い

う
は
っ

き
り
し
た
照
応
関
係

が
読
み
と
れ
る
こ

と
で

あ
る
。

同
党
の

指
導
的
人
物
や
自
由
党
員
の

県
会
議
員
は
、

ほ
と
ん
ど
こ

の

層
、

当
時
の

言
葉
で
い

え
ば
「
豪
農
」
層
か
ら

出
て
い

る
。

地
価
額
千
円
以
上
に

全
党
員
の

三
分
の
一

が
集
中
し
て
お

り
、

一

般
的
に

は
多
い

と
い

わ
れ
る
地
主
的
富
農
層
に

属
す
る
党
員
は
き
わ

め
て

少
な
い
。

第
二
に
、

同
党
全
体
の

経
済
的
地
位
の

構
成
か
ら
見
れ
ば
、

農
民
層
の

分
解
を
激
化
さ
せ

た
あ
の

松
方
デ
フ

レ

後
も
ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら
れ
な

い

こ

と
で

あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、

個
々

に

は
、

石
坂
昌
孝
・

村
野
常
右
衛
門
な
ど
の

よ
う
に

主
と
し
て

政
治
活
動
に

よ
り
資
産
を
減
じ
た
り
、

成
内
頴
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一

郎
の

よ
う
に

急
上
昇
し
た
者
も
い

る
。

第
三
に
、

名
望
家
で

資
産
家
の

彼
ら
は
、

区
長
・

村
用
掛
・

戸
長
・

県
会
議
員
な
ど
の

政
治
上
の

要
職
経
験
者
が
多
か
っ

た
。

第
四
に
、

幹
部
ク
ラ
ス

の

党
員
の

中
に

金
貸
し
を
主
要
な
業
と
す
る
銀
行
類
似
会
社
の

要
職
に

い

る
者
な
い

し
株
主
が
多
数
い

る
こ

と
で

あ
る
。

成
内
・

天
野
清
助
・

青
木
正
太
郎
・

土
方
啓
次
郎
ら
を
「
党
員
名
簿
」
で

見
て
い

た
だ
き
た
い
。

と
り
わ
け
日
野
宿
の

党
員
に
こ

の

性
格
が
顕
著
で

あ
る
。

や
が
て

南
多
摩
郡
自
由
党
内
の
こ

の

部
分
と
、

武
相
困
民
党
が
き

び
し
い

敵
対
関
係
に

入
る
こ

と
は
後
述
の

と
お

り
で

あ
る
（
先
行
す
る
研

究
に

色
川
大
吉
「
三
多
摩
自
由
民
権
運
動
史
」『
多
摩
文
化
』9

号
が
あ
る
）。

南
多
摩
郡
自
由
党
の

階
層
構
成
を
一

口
で
い

え
ば
胴
が
く
び
れ
た
形
で

あ
る
。

上
部
約
三
割
の

党
員
は
寄
生
地
主
な
い

し
商
人
資
本
家
の

性
格
が

強
く
、

一

割
弱
の

党
員
が
地
主
的
富
農
層
、

あ
と
約
六
割
が
地
価
額
四
百

円
以
下
、

す
な
わ
ち
県
会
議
員
選
挙
権
の

資
格
を
持
た
な
い

層
に

属
し
て

い

る
。

松
方
デ
フ

レ

下
に

立
ち
上
っ

た
武
相
困
民
党
に

直
面
し
、

複
雑
な

党
内
事
情
が
出
て

く
る
理
由
は
こ

こ

に

あ
っ

た
と
い

え
よ
う
。

そ
れ
で

は
、

同
党
の
こ

の

よ
う
な
構
成
が
、

県
内
自
由
党
に

も
一

般
的

な
の

で

あ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
高
座
郡
淵
野
辺
村
の

「
鈴
木
理
平
覚
書
」

（『
相
模
原
市
史
』
第
六
巻
）
に

は
、

自
由
党
員
名
簿
に

記
載
さ

れ
て
い

な

い

同
郡
の

未
登
録
自
由
党
員
二

十
八
人
の

氏
名
と
地
価
額
が
記
さ
れ
て
い

第19表　南多摩郡地価額400円以上の所有者と自由党員
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る
。

も
っ

と
も
、

こ

の

資
料
は
明
治
二

十
年
代
の

も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、

前
記
党
員
数
に

は
含
め
な
か
っ

た
。

こ

れ
を
整
理
し
て

み
る
と
、

五
千
〜
四
千
円
（
一

人

）、

四
千
〜
三
千
（
○
）、
三
千
〜
二

千
（
四

）、
二

千
〜
千
五
百
（
二

）、

千
五
百
〜
千
（
八

）、

千
〜
六
百
（
十
三

）
と

な
り
、

そ
の

階
層
構
成
は
ピ
ラ
ミ

ッ

ド
型
に

な
る
。

し
た
が
っ

て

設
問
の

答
は
ま
だ
出
せ

な
い

の

が
現
状
で

あ
る
。

北
多
摩
郡
自
由
党

西
多
摩
郡
自
由
党

こ

の
二
つ

の

自
由
党
に

つ

い

て

は
、

南
多
摩
郡
自
由
党
ほ
ど
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
。

党
員
名
は
、

す
で
に
ふ
れ
た
「
神
奈
川

県
の

自
由
党
員
名
簿
」
で

容
易
に

見
れ
る
の
で
、

紙
数
の

関
係
か
ら
こ
こ

で

は
省
略
し
て
お

き
た
い
。

北
多
摩
郡
自
由
党
の

場
合
、

同
郡
の

先
行
す
る
自
治
改
進
党
と
の

関
係
が
問
題
に

な
る
。

い

ま
両
方
の

名
簿
を
比
べ

て

み
る
と
、

中
村
克
昌
（
上

石
原
駅
）・
中
村
重
右
衛
門
（
同
）・
内
野
杢
左
衛
門
（
蔵
敷
村
）・
本
多
定
年
（
谷
保
村
）・
吉
野
泰
三
（
野
崎
村
）
な
ど
の

重
立
っ

た
会
員
十
七
名
が
自

由
党
に

入
っ

て
い

る
が
、

自
治
改
進
党
会
員
百
四
十
四
名
と
い

う
人
数
か
ら
す
る
と
意
外
に

少
な
い

感
じ
が
す
る
。

ま
た
、

同
郡
自
由
党
員
三
十
九

名
中
二

十
二

名
の

氏
名
は
自
治
改
進
党
名
簿
に

見
当
た
ら
な
い
。

党
員
の

う
ち
、

前
後
し
て

七
名
が
県
会
議
員
に

な
っ

て
い

る
。

中
央
の

自
由
党
解

党
後
の

十
一

月
二

十
日
、

同
党
は
府
中
甲
州
屋
に

集
会
を
持
ち
、

解
党
を
止
む
な
く
了
承
し
、

将
来
の

連
絡
の

た
め
府
中
地
方
と
村
山
地
方
に
一

つ

ず
つ

集
会
所
を
設
け
る
こ

と
を
決
め
て
い

る
。

な
お
、

こ

の

集
会
報
告
書
に

は
、

党
員
数
は
三
十
五
名
に

な
っ

て
い

る
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
一

九
・

三
三
、

『
三
多
摩
自
由
民
権
史
料
集
』
下
巻
）。

党
員
数
二

十
六
名
の

西
多
摩
郡
自
由
党
に
つ

い

て

は
、

こ

れ
ま
で

の

と
こ

ろ
資
料
を
見
出
せ
な
い
。

党
員
の

う
ち
、

前
後
し
て
五
名
が
県
会
議
員

に

な
っ

て

い

る
。

中
心
的
な
民
権
家
深
沢
権
八
の

所
に
、

自
由
党
本
部
寧
静
館
か

ら
報
道
書
が
送
ら
れ
て
い

る
の
で
、

彼
が
同
党
の

要
職
に

就
い

て

い

た
も
の

と
思
わ
れ
る
（
深
沢
家
文
書
・

東
京
経
済
大
学
蔵
）。
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三
　
愛
甲
郡
自
由
党

相
愛
社
と
の
関
係

愛
甲
郡
自
由
党
の

母
胎
と
な
っ

た
の

は
相
愛
社
で

あ
る
（
大
畑
哲
『
相
州
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
と
豪
農
の

実
態
』（
私
版
）・
同

「
自
由
民
権
期
に
お
け
る
在
地
自
由
党
の

組
織
形
態
」『
倫
社
・

政
経
研
究
』
八
号
）。

相
愛
社
に

つ

い

て

は
、

前
節
で

ふ
れ
た
よ
う

に
、

自
由
党
本
部
の

明
治
十
五
年
三
月
十
日
付
「
第
八
報
」
に
、

「
神
奈
川
県
相
愛
社
ヨ

リ
我
党
へ

加
盟
ノ

事
ヲ

同
社
黒
田
黙
耳
ヨ

リ
申
来
ル

」
と
報

道
さ
れ
て
い

る
。

相
愛
社
が
事
実
上
自
由
党
地
方
部
の

役
目
を
果
た
す
こ

と
に

な
る
の
で

あ
る
。

し
か
し
、

政
党
が
支
社
を
置
い

た
り
他
の

社
と
連

絡
通
信
す
る
こ

と
を
禁
じ
た
集
会
条
例
の

改
正
追
加
や
相
愛
社
の

自
立
性
な
ど
か
ら
で

あ
ろ
う
か
、

結
局
、

別
組
織
に

す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

同
年

七
月
九
日
の

小
宮
保
次
郎
の

日
記
に

は
、

山
川
市
郎
・

村
上
安
太
郎
・

沼
田
初
五
郎
・

小
宮
保
次
郎
・

難
波
惣
平
・

霜
島
久
円
・

佐
伯
十
三
郎
・

川

井
房
太
郎
・

斉
藤
貞
輔
の

九
名
が
、

同
社
を
脱
退
し
自
由
党
に

加
盟
の

届
書
を
出
す
こ

と
に

な
っ

た
と
あ
る
。

そ
の

後
、

同
社
の

動
き
は
不
活
発
と

な
り
、

翌
年
三
月
に

は
廃
会
照
会
状
が
出
さ
れ
て
い

る
の
で
、

こ

の
こ

ろ
消
滅
し
た
と
思
わ
れ
る
。

す
で
に

同
社
に

あ
っ

た
教
師
を
招
い

て

学
習
会

を
開
く
と
い

う
計
画
は
、

や
が
て

同
党
員
の

指
導
下
で
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
一

月
に

発
会
す
る
講
学
会
の
プ
ラ
ン

と
し
て

よ
み
が
え

る
こ

と

に

な
る
。

党
員
の
名
簿

同
党
の

組
織
や
活
動
に
ふ
れ
る
前
に
、

ご
く
簡
単
に

自
由
党
員
を
紹
介
し
て
お
こ

う
。

難
波

惣
平
…
…
荻
野
村
新
宿
、

弘
化
四
年
生
れ
、

田
畑
合
計
二

町
程
度
、

醬
油
醸
造
営
業
、

明
治
八
年
村
用
掛
、

同
九
年
地
租
改
正
掛
、

相
愛
社
・

講
学
会
幹
事
、

同
二

十
三
〜
二
十
五
年
県
議

佐
伯
重
三
郎
…
…
千
葉
県
士
族
、

荻
野
村
寄
留
、

明
治
十
四
年
山
中
学
校
教
員
、

同
十
八
年
大
阪
事
件
に

参
加
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